
今回紹介した本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。この他にも多数あります。読みたい本が見つからない時は、係員にお
尋ねください。予約・リクエストも受け付けています。� 問倉治図書館 ☎891-1825、青年の家図書室 ☎893-4881
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今月のおすすめ本

ゆき
「ゆきやこんこ　あられやこんこ」でおなじみの童謡を題材にした絵本です。降り積もる雪の中、
はしゃぐ子どもたち。無駄を省いたシンプルな絵がそのはじける笑顔を際立たせます。近年、
交野では雪合戦ができるほどの積雪はまれなのではないでしょうか。
日常ではなかなかできない体験を子どもたちと共有できることも絵本の楽しさの1つです。歌詞
をたどりながら、雪の世界を満喫してください。

っしょに読んで  「おはなし会で人気の絵本」(2・3歳～)い

問�障がい福祉課☎893-6400
手話ではなそう

BOOK

はたこうしろう/絵　ひさかたチャイルド

両手の人さし指を寝かせたま
ま、正面から横向きにします。
1月1日、お正月期間を表します。

②今
身体の前で下に向けて開いた両
手のひらを少し押し下げます。
2回押し下げると「今日」を表し
ます。

①年�
握った拳の親指側に利き手の人
さし指を当てます。
丸めた手を木の年輪に見立てて
います。

今年お正月

BOOK
いつかは指定登録されたい

②①

　私部村は江戸時代、西
にしかぶ
株（1070石余・畠

はたけやま
山領）と東

ひがしかぶ
株（512石・元禄7年から小田原藩領）に分かれ、

それぞれに村の代表者である庄屋が村の事務を司っていました。一つの村に2人以上の領主がいる
ことを「相

あいきゅう
給」と呼び、その村ではそれぞれの領主に庄屋が置かれており、庄屋を務めた家が現存して

いないと、村の全貌を捉えることができません。現在、私部地区には、庄屋を務めた2家が今も残って
おり、古文書が大切に保管されています。このようなケースはまれです。

古文書から見る江戸時代の私部村

　この史料から当時の畑作に着目します。「菜
な た ね
種子　70石」「小麦　36石」「裸

はだかむぎ
麦（大麦の一種）　170

石」とあり、米以外の作物の栽培が盛んだったことが分かります。「菜種子」は油屋等へ売却されてお
り、主にお金を得るために栽培されていました。また、畑の面積を書き上げた後に、「冬作ハ小麦、夏
作ハ綿・大角豆等見合ニ仕申候、秋作ハ大根仕付申候」（冬は小麦、夏は綿・大

さ さ げ
角豆、秋は大根が植えら

れ）とあり、私部村は年間を通して作物が栽培されていたと読み取れます。

　今回は、東株の庄屋を務めた家の史料の中から、天明8年（1788）7月13日に作成された「御
ごさいちょう
細帳　

下
したがきちょう
書帳」を紹介します。「御細帳」とは、村から領主に提出した村の概要を記した村の明細帳です。領主
に提出する帳簿のため、年貢の負担軽減を狙う村が過少に石高等を記載する場合もありますが、当時
の村の状況を大まかに知る有力な史料の1つです。

当時の村を知る史料、御細帳

「天明八年 御細帳 下書帳」
主な記載内容

村高�512石8斗9升3合（東株のみ）

田の等級ごと反畝高数および分米（石高）

畑の等級ごと反畝高数および分米（石高）

菜種子・小麦・大麦・裸麦の生産の有無
�（私部村では大麦のみ生産していない）

新田は無いこと

堂嶋役所までの道のり

相給（西株）の高1070石余

助
すけごう
郷（人や馬の提供）は無いこと

上げ米（追加税）のこと

百枚割（追加税）のこと

水車1か所

酒屋3軒

末尾3行目から「右畑冬作ハ小
麦、夏作ハ綿大角豆等見合ニ仕
申候、秋作ハ大根仕付申候」と
記載されています。

「御細帳下書帳」表紙

作物栽培が盛んだった私部村
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